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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

10

　

長
浜
市
と
長
浜
商
工
会
議
所
、

ア
ク
サ
生
命
保
険
は
９
月
25
日
、

従
業
員
の
健
康
増
進
に
よ
っ
て
生

産
性
の
向
上
を
図
る
「
健
康
経
営
」

を
普
及
さ
せ
る
協
定
を
締
結
し
た
。

自
治
体
と
同
生
保
の
協
定
締
結
は

県
内
初
。

　

同
市
で
は
人
口
減
少
や
若
者
の

市
外
流
出
を
背
景
に
、
市
内
企
業

に
お
け
る
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
そ
こ
で
市
は
従
業
員
の

健
康
管
理
・
増
進
の
取
り
組
み
を

「
投
資
」
と
と
ら
え
、
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
げ
る
「
健
康
経
営
」

と
い
う
手
法
に
着
目
。
今
後
、
健

康
経
営
の
普
及
促
進
、
市
民
や
従

業
員
の
健
康
増
進
、
定
期
的
な
情

報
共
有
な
ど
で
協
力
す
る
。
具
体

的
に
は
、
市
内
事
業
者
に
健
康
経

ユ
ー
タ
ヌ
キ
さ
ん
、
初
エ
ッ
セ
ー
本

漫
画
使
っ
て
「
痛
み
」
か
ら
の
救
い

「健康経営」普及で協定
長浜市、長浜商議所、アクサ生命

県産木材でキーホルダー
国スポ、障スポなど題材

大
花
火
「
長
浜
の
陣
」

大
河
「
豊
臣
兄
弟
！
」
機
運
醸
成

12
月
、
同
）
な
ど
を
出
版
し
、
Ｘ

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
総
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
約
14
万
人
と
い
う
。
父

と
の
確
執
や
い
じ
め
、
自
殺
を
考

え
た
夜
、
深
い
痛
み
と
と
も
に
生

き
て
き
て
き
た
経
験
な
ど
を
今
回
、

11
編
の
物
語
に
ま
と
め
て
い
る
。

漫
画
44
㌻
と
解
説
文
も
収
録
。
吉

本
さ
ん
は
「
毎
日
が
ち
ょ
っ
と
息

苦
し
く
感
じ
て
き
た
ら
、
開
い
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
」
な
ど
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
在
住
の
漫
画
家
、
吉
本

ユ
ー
タ
ヌ
キ
さ
ん
が
、
初
の
エ
ッ

セ
ー
集
を
出
版
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
『
漫
画
家
や
め
た
い
』
と
追

い
込
ま
れ
た
心
が
雑
談
で
救
わ
れ

て
い
く
１
年
間
」
＝
写
真
。
集
英

社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
発
行
で

四
六
判
１
７
６
㌻
。
１
７
６
０
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
　

１
９
８
６
年
、

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
東
淀
川

　
　
　
　
　
　
　

区
出
身
。
「
あ

　
　
　
　
　
　
　

し
た
死
の
う
と

　
　
　
　
　
　
　

思
っ
て
た
の
に
」

　
　
　
　
　
　
　

（
２
０
２
３
年

　
　
　
　
　
　
　

12
月
、
扶
桑
社
）

　
　
　
　
　
　
　

「
ま
る
ね
こ
プ

　
　
　
　
　
　
　

プ
と
」
（
24
年

営
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
健

康
経
営
優
良
法
人
」
の
取
得
を
促

し
、
表
彰
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

浅
見
宣
義
市
長
は
「
協
定
を
契

機
に
健
康
経
営
を
推
進
し
、
従
業

員
の
定
着
率
、
職
場
の
魅
力
を
高

め
、
地
域
全
体
の
雇
用
環
境
向
上

を
図
る
」
と
話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

滋
賀
県
産
木
材
の
グ
ッ
ズ
を
製

造
販
売
し
て
い
る
「
観
光
交
流
企

画
室
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
（
彦
根
市
船
町
）

は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
ス
ポ
）

・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
障
ス
ポ
）
の
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど

を
あ
し
ら
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

発
売
し
た
。
商
品
名
は
「
び
わ
湖

材
を
使
っ
た
木
製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

　

毎
年
恒
例
の
長
浜
・
北
び
わ
湖

大
花
火
大
会
「
長
浜
の
陣
」
が
９

月
17
〜
19
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
長
浜
市
公
園
町
の
豊
公
園
で
実

施
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
分

散
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

兄
弟
の
絆
を
テ
ー
マ
に
26
年
に
放

送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
豊
臣
兄
弟
！
」
の
機
運
醸
成
を

図
っ
た
。

　

花
火
は
公
園
の
琵
琶
湖
沖
合
で

約
20
分
に
わ
た
っ
て
打
ち
上
げ
ら

れ
た
。
人
気
バ
ン
ド
・
ミ
セ
ス
グ

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ル
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
青
と
夏
」
に
合
わ
せ
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
花
火
や
湖
面
で

の
反
射
が
美
し
い
水
中
花
火
、

戦
国
時
代
を
想
起
さ
せ
る
打

ち
上
げ
花
火
な
ど
に
大
勢
の

観
客
が
酔
い
し
れ
た
。

　

県
の
学
習
船
「
う
み
の
こ
」

が
、
花
火
会
場
に
隣
接
す
る

長
浜
港
に
停
泊
し
て
い
た
日

も
あ
り
、
体
験
学
習
中
の
児

童
も
大
迫
力
の
花
火
を
鑑
賞
。

花
火
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の

大
歓
声
で
喜
ん
で
い
た
。

【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

（
９
０
０
円
）
。

　

材
料
は
県
認
定
の
「
び
わ
湖
材

ヒ
ノ
キ
」
で
縦
50
㍉
、
横
40
㍉
、

厚
さ
５
㍉
。
デ
ザ
イ
ン
や
加
工
を

含
め
「
ま
る
ご
と
滋
賀
県
産
」
だ

と
い
う
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
正
式
競
技

61
種
目
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
、
全

国
か
ら
の
来
県
者
の
「
お
も
て
な

し
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
や
チ
ャ
ッ
フ
ィ
ー

の
ほ
か
、
お
お
つ
光
く
ん
（
大
津

市
）
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
（
彦
根
市
）

の
図
柄
も
用
意
し
て
い
る
。
メ
イ

ン
会
場
の
平
和
堂
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ

ジ
ア
ム
な
ど
で
販
売
す
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
エ
コ
グ
ッ
ズ

ビ
ズ
」
で
も
購
入
で
き
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

長
浜
の
夜
空
を
彩
っ
た
大
花
火

協 定 を 締 結 し た 浅 見 宣 義
・ 長 浜 市 長 （ 中 央 ） ら

正式競技のデザインがそろったキ
ーホルダー＝彦根商工会議所提供


